
興福寺所蔵｢束一条女院遠忌八講論義草｣等の紙背文書

歴史研究室

前号に統き, 現在整理作業を行なっている古文１．１；・聖教箱の第６９函から７５函に収められて

いる論浅草の紙背文諜の中から１５通を紹介する。これらの論袋草はいずれも巻子装であるが，

糊離れのもの，前後欠のもの，数紙の象の断簡が多く，題名未詳のものが多い。次頁以下の文

諜のうち( ' ) ～⑩のおもては「束一条女院遠忌八識諭義単」であるが，その文中の本奥書には，

文永五年媛次十二ﾉj 廿I j LI H申刻許記之, 専建八卜，

今月･' |･二|: I 禅定院東一条女院遠忌八識結座，答此義了（下略），

とあるｏ文永５年に興編寺大乗院門跡の居住する禅定院において，宝治元年（1247）に崩じた

順徳天皇中宮藤原立子の遠忌八識が行なわれた際に本ｉ９が作られたのである。末尾の奥! 』；は，

弘安六年九〃' 一六円於東' ' 1／院西房課写了，沙' ' 1j 高林

願以此諜写功生ミ値遇権現／塊1 1 k 速覚口砿後世必生浄土

とあり，興福寺中の東中院においてi l I : 写されたものである。紙背文i 噂は10通とも山城国相楽郡

狛野庄に関するもので，うち( 1 ) ～( 8 ) は４紙の統紙に年紀の新しいものから順に書かれてお

り，手継文『ﾄ｝の写しであろう。( 9 ) ⑩は１紙に記され，しかも首尾が切断されており，同一庄内

だが場所も異るので，論義草苔写の際接続されたものであろう。筆跡も( 1 ) ～( 9 ) と( 9 ) ⑩とで

異るが，どちらも鎌倉時代後期の, 噂写であろう。原文‘ I ；の災諜もそのまふ異而に写されている

が，論義草苔写の際に擦り消されている。またこれらの文! ' ; には普写の誤りによるのか文意の

通じ難い部分もある。（1 ｳ は１１付がないが，神風から鎌倉時代' ' １期頃のものと推定され，折紙

の上縁が切断されているので鵠勝が一部欠批している。澄心なる僧が，寺内喜多院二階堂・券

I ] 御塔のある職に与らんとして脚己の業絞を列挙しているが，その中で，東西両金堂の修正・

修二会の番頭であることが知られ，また火十師の語も象えるので，彼は金堂衆であると黙られ

る。当院とあるのは大乗院であろう。⑫～⑭はいずれも嘉禄３年（] 2 2 7 , 1 2 j j l Ol I に安典と改元）

の巻数案で，「大法主禅下」の病気平癒を祈願したものである。春１１社・西金堂等で経典・真

言等の読念を行なっており，年頭から１年間統けているのが注1 1 されるが，この大法主が誰で

あるか明らかでない。⑮は２紙からなり，第１紙は後欠，第２紙は前後欠で直接には接統し

ないので，文諜の性格があまり肌瞭でないが，一応i I I : 状と巷えた。僧擬照は「律僧」とあるの

で堂衆であろう。大乗院家と縁故の深い者らしく，院主との関係を御恩と奉公としているのが

興味深い。また' ' １．下級の僧侶の入寺してからの階梯や，堂衆としての活動のことなどが窺え

る。「内1 1 1 ．非' 1 1 両御代」とあるのが，大乗院出身の第４０代別当で内1 1 1 永久寺本願の訓迩と，

その付属をうけた同じく大乗院出身の第４４代別当で菩提1 1 1 正暦寺本願の后' ' 1 とすれば，内容

的にはＩｌ１ｉ代の直後のこととゑらｲ しるので，信l I j の別当辞圧（文治５年）以後，鎌倉時代初期の

頃のことであろう。ただ当文1 1 $ の･ I I 群の時期は鎌倉時代後期とゑられる。（加藤優）
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米

参

石

十

一

合

定

也

、

限

永

代

作

手

専

信

房

売

渡

了

所

実

、

後

Ⅲ

為

沙

汰

、

新

解

文

ハ

ナ

ッ

状

如

件

、

建

仁

四

年

正

川

什

四

日

売

人

大

蔵

清

正

在

判

⑤

大

蔵

清

正

畠

地

売

券

案

油

却

愚

地

聯

合

萱

段

者

在

山

城

国

相

楽

郡

上

狛

野

上

船

穂

東

里

十

二

坪

内

東

辺

四

至

在

本

券

面

右

件

畠

地

者

、

大

蔵

清

正

相

伝

之

私

領

也

、

年

来

領

掌

敢

無

他

妨

突

、

而

依

有

要

用

、

限

直

米

〔

副

水

力

〕

伍

餅

、

相

□

口

券

等

、

、

氷

奉

油

却

西

金

堂

衆

尊

誉

院

了

、

側

為

後

代

讃

験

放

新

券

文

之

状

如

件

、

元

久

二

年

二

月

廿

六

Ⅱ

大

蔵

清

正

在

判

⑥

僧

尊

誉

畠

地

売

券

案

油

却

狛

野

御

庄

本

願

畠

券

文

事

合

壷

段

者

但

木

卿

遡

在

上

狛

野

内

上

船

穂

東

里

十

二

坪

辰

巳

狗

四

至

雌

岬

蝿

地

雌

楠

榊

地

右

件

畠

、

元

者

興

福

寺

住

僧

千

信

房

相

伝

領

掌

之

地

也

、

雌

然

依

有

要

用

、

直

米

限

本

斗

漆

餅

伍

斗

、

□

口

国

友

二

令

永

活

却

了

、

敢

以

不

可

有

他

人

之

妨

、

佃

為

後

代

識

文

、

本

公

験

相

副

、

新

券

文

放

之

状

如

件

、

承

久

三

年

正

月

廿

六

日

売

人

尊

誉

西

金

堂

衆

僧

在

判

5０

〔

「

東

一

条

女

院

遠

忌

八

諦

論

義

草

」

紙

背

文

掲

〕

（

第

的

函

第

畑

号

）

い

某

畠

地

充

文

案

充

行狛

野

御

庄

内

本

願

畠

参

段

字

柚

城

戸

右

件

畠

、

Ⅱ

Ⅲ

Ｕ

依

有

券

契

之

理

、

所

充

行

如

〔

他

力

〕

件

、

更

不

可

有

□

ｎ

Ｕ

、

仁

安

元

年

十

一

月

九

Ⅲ

在

判

②

是

原

有

房

畠

地

売

券

案

売

渡

進

畠

新

券

文

事

合

参

段

者

（

裏

書

ア

リ

）

在

山

城

国

相

楽

郡

上

狛

野

内

上

船

穂

東

里

十

二

坪

四

至

東

ク

ロ

西

尼

．

せ

ノ

領

南

ピ

コ

殿

北

ク

ロ

右

件

畠

、

元

者

是

原

有

房

先

祖

相

伝

所

領

也

、

而

今

依

有

要

用

、

閲

滑

本

納

四

石

、

玉

手

未

成

売

渡

了

、

木

券

相

副

、

依

為

後

代

以

解

、

新

券

文

、

．

Ｌ

Ⅱ

卜

、

〃

血

ｆ

〔

腸

〕

文

治

三

年

十

一

月

七

Ｈ

売

人

是

原

有

□

（

裏

書

）

「

耐

臓

昨

Ⅱ

Ⅱ

川

Ⅱ

Ⅱ

｜

了

」

③

玉

手

末

成

畠

地

売

券

案

売

渡

進

畠

新

券

文

事


